
（別紙３）

～ 2025年　３月１７日

（対象者数） 31名 （回答者数）
１６名

～ 2025年　３月　１７日

（対象者数） 3名 （回答者数）
３名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

就学後においても各種関係機関との情報共有や行動の連携を

図るよう努めていく。

2

・環境を活かしたプログラムの更なる充実を図っていく。

・様々な機関や団体、地域との交流を図り、地域での施設の

役割などについても検討していく。

3

・医療ケア児に限らず重度の重複障害児の受け入れの拡大が

地域では期待されていると感じる。送迎や職員配置の課題検

討が必要である。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・きょうだい児や保護者などに、どのようなニーズがあるの

かを把握し、交流会や研修会などを実施していく。

・必要に応じて外部講師を依頼するなどの検討事項がある。

2

・どのようなプログラムや研修会のニーズがあるのか、ニー

ズを把握する必要がある。

・内容によっては外部講師を依頼する等の検討事項がある。

3

・要望が多いようであれば、個人情報に配慮しながらSNSな

どでの活動内容の公表についても検討していく。

児童発達支援事業もセンター内で展開していることから、児童

発達支援から放課後等デイへのスムーズなサービス移行ができ

る。

児童発達支援利用時から、定期的に放課後等デイサービス職員

等との交流を行う事や、丁寧な引き継ぎとアセスメントを行う

事で、本人や保護者に安心してサービスを利用してもらえるよ

う努めている。

周囲の環境が良く、建物も安全に整備されている。 ・施設外での活動や、課外活動なども積極的に行っている。

・草刈りなどを外部業者への委託するなど利用児、職員共に安

全に過ごせるよう整備している。

看護師の配置があり、医療的ケア児も受け入れる事ができる。 施設内外のバリアフリー化や職員配置への工夫を行っている。

SNSやホームページなどを利用した情報発信について。 自己評価の結果の公表や保護者へのお知らせはしているが、

日々の活動内容などは連絡帳や定期的な園便り等でのみ行って

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会などの開催や父母の会の活動支援やきょうだい児支援

など。

・ニーズの把握ができていない。

家族支援プログラムの充実。 ・コロナ禍が数年続き集合形式の開催が難しかったこともある

ので今後実施できるよう検討していく。

2025年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 障害児デイケアセンター　こどもの広場（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
2025年3月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


